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振動数を求め、それに基づいて橋梁の健全度を診断す

る非破壊試験法で、その手順は図１の通り。利用法は

　橋梁健全度協会（北海道支部・㈱アース設計事務所）

の西村氏は構造物の健全度診断のための試験には①数

多くの構造物を扱う（簡単に実施できる）②健全度を

的確に判定できる③目に見えない基礎も判定できる④

効率が良く安価―がいう条件が必要で、これらを備え

た試験が衝撃振動試験と説明。その特徴は「橋梁の健

全度を固有振動数で判定する」「試験は簡易に実行でき

る」「正確に固有振動数を測定する」「目に見えない基

礎の健全度も正確に判定する」「効率が良いため、安価

に実施できる」―とした。

　具体的には重錘で橋梁を打撃し、その応答から固有
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　十勝支庁南部耕地出張所の衝撃振動試験研修会が 10月 28日、同出張所会議室で開かれ、㈱ジェイアー
ル総研エンジニアリング代表取締役副社長の西村昭彦氏が「固有振動数を用いた構造物の健全度診断」
を講義した。西村氏は「衝撃振動試験・ＮＳＩＲＢ（エヌサーブ）」を解説。「衝撃振動試験は目で直接
見て検査できない基礎を含む橋梁などの構造物の健全度を定量的に精度よく判定することを目的に開発
された検査法で、短時間で健全度を的確にその場で判定できる」と強調。講義終了後、参加者は中札内
村の戸蔦大橋に移動し、現地試験で実際に「衝撃振動試験」を見学した。

図１

査するときは躯体中央部を打撃する。振動計の設置位

置と測定方向は図２の通り。

橋梁の劣化に対する健全度の判定や洪水などの非常時

の健全度判定、近接工事の影響度の把握に用いるのに

加え、地震に対しては橋梁の耐震

診断のデータ把握、構造物の被害

程度の判定、被害程度に応じた交

通規制の選択を行うことができる

という。

　健全度の判定に用いる指標であ

る固有振動数は構造物の質量（重

量）Ｍとばね定数（強度）Ｋで決

定される物理量。構造物が洗掘や

地震などの災害を受けたとき、質

量は変化しないが躯体の剛性や地

盤の強度が低下し、これは曲げ剛

性やばね定数の低下となる。固有

振動数は質量とばね定数で決定さ

れるため、それは固有振動数の低

下をなって現れる。この低下率か

ら躯体の曲げ剛性や地盤のばね定

数の低下程度が推定でき、これら

は躯体と地盤の強度と関係づけら

れているので、その低下から構造

物の健全度を推定できる。

　実際に検査のために構造物を揺

らすには車両などを走行させる方

法があるが、これはばらつきを生

じ、周波数が限られてしまう。起

振機を用いる方法は時間と費用が

かかる。これらに対して衝撃振動

試験の構造物を打撃する方法は簡

単にできる上に広い範囲の周波数

を含むという利点を持つという。

固有振動数を決定するため、振動

計とパソコンを用いて振動を収

録。下部工（基礎）調査の場合は

天端付近を打撃し、躯体を詳細調

図 2
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　続いて、西村氏は柱や壁の曲げ振動の固有振動数を

計測することで、その健全度や地震時の損傷度を判定

するシステムである「ＮＳＩＳ・衝撃振動測定装置」

を紹介。柱や壁の固有振動数を計測して、健全度を判

定する場合は振動数の領域に注意が必要で、柱の固有

振動数は橋梁全体系のそれに比較すると高次振動では

10倍以上の振動数を持つ場合もある。ＮＳＩＳはこれ

に対応したシステムで、地震などの災害発生時に車両

で計測機器を車両で運ばないことを想定し、自転車な

　固有振動数を決定するには収録波形から固有振動数

を算出するが、時刻歴波形だけではその構造物がどの

ような振動特性を持っているのかよく分からないので、

周波数ごとの成分を表示する必要がある。そこでフー

リエスペクトル解析により固有振動数を決定。この決

定した固有振動数を用いて構造物の健全度を判定する。

　健全度判定には過去の固有振動数との比較が最も正

確なやり方だが、古い構造物では試験を行っていない

ケースが多く、今後、新設予定の構造物に対してはな

るべく早い時点での試験実施が推奨される。そのため、

固有振動数との標準値との比較が健全度判定に便利だ

という。これは健全な橋脚の固有振動数の実測値を収

集し、統計解析により基礎形式別に橋脚高さ、土被り、

桁重量などを要因として分析し、その解析結果から固

有振動数の標準値を作成したもの。それらの資料がな

い場合には設計図から求める固有振動数との比較によ

り判定する。

　
地震などの災害発生時に

迅速に対応できる「ＮＳＩＳ」

現地試験で解説する西村氏（中央）

重錘で橋梁を打撃しその応答から固有振動数を求め橋梁の健全度を診断
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どで現場まで運べる小型・軽量・手軽な装置として開

発されている。災害発生時に構造物の被害程度と運転

規制を部材の損傷レベルと基礎の安定レベルに応じて

設定しており、緊急時に対応できるのが特徴だ。

　戸蔦大橋で行われた現地試験では衝撃振動試験を行

い、橋脚の健全度を判定。測定機器が設置済みの状態

から試験を開始したため測定は瞬く間に終了。固有値

解析を待たなければならないが、現橋脚は概ね健全で

あることが分かり、参加者は西村氏の説明に耳を傾け

ながら、衝撃振動試験の有効性を実感していた。

その場で判定結果が明らかに

衝撃振動試験・ＮＳＩＲＢの測定装置

■国交省　21年度まちづくり計画策定担い手支援事業■

札幌四番街商店振興組合に助成
　国交省が今年 7月から 9月末まで募集していた

21年度まちづくり計画策定担い手支援事業（第2次、

第3次募集）の結果がこのほど決まり、本道からは「札

幌四番街商店街振興組合」が助成対象事業主体に選

ばれた。

　同振興組合は札幌駅前通南街区地区（札幌四番街

区）、札幌市中央区南 1条から南 4条の西 3丁目か

ら 4丁目が対象地区で、4.8ha、「都市再生緊急整備

区域」として支援を受ける。

　まちづくり計画策定担い手支援事業は市街地の整

備改善につながる都市計画の提案促進を目的に、地

権者組織などに対し必要経費を補助するもの。

　このほか、道外では「上池袋第 4地区まちづくり

協議会（豊島区）」「草ヶ江校区まちづくり協議会（福

岡市）」「水の浦地区まちづくり協議会（長崎市）」「鶴

見区市場中町まちづくり協議会（横浜市）」「滝頭・

磯子まちづくり協議会（横浜市）」「住みよいまち・

本郷町 3丁目地区協議会」が助成対象に選ばれた。


